









本訳注は『富山大学人文学部紀要』第 65 号（2016 年 8 月）掲載の「『タズキラ・イ・ホージャガー
ン』日本語訳注（5）」の続編であり，日本語訳する範囲は底本（D126 写本）の p. 133 / fol. 67a















1）ホージャ・ジャハーンの末弟ホージャ・アブド・アッラーの二男（本書【p. 65 / fol. 33a】「日本語訳注
（3）」44 頁）。
2）ホージャ・ジャハーンの弟ユースフ・ホージャムの二男（本書【p. 69 / fol. 35a】「日本語訳注（3）」48 頁）。
3）D126; Or. 9660, fol. 75b; Or. 9662, fol. 88a は SPAKRČYLYK と綴るが，Or. 5338, fol. 71a の
SPAHKRČYLYK による。



































ーンにより「王国全体の宰相（wazīr jumlat al-mulk）」に任じられている（本書【p. 110 / fol. 55b】「日
本語訳注（5）」23 頁の注 6，【p. 115 / fol. 58a】「日本語訳注（5）」27 頁参照）。
6）‘Umar Mīrzādïn bir sardārnï。 D126 は「ウマル・ミールザーを（‘Umar Mīrzānï）」と記すが，Or. 
9662, fol. 88a による補遺。
7）ムンキはクルグズの 1 部族（または氏族）（plemya munki / rod munki）である（M. A. Salakhetdinova, 
“Sochinenie Mukhammed-Sadyka Kashgari „Tazkira-i-khodzhagan“ kak istochnik po istorii kirgizov,” 
Izbestiya Akademii Nauk Kirgizskoi SSR, tom 1, vypusk 1, Frunze, 1959, pp. 99, 100 参照）。
8）D126 は Qïrġïz の後に MRYN と綴るが，Or. 9660, fol. 75b; Or. 9662, fol. 88a の DYN による。
9）bir sardārnï。Or. 9662, fol. 88a による補遺。




11）bularnïŋ laškarlarï。Or. 9660, fol. 75b; Cf. Or. 9662, fol. 88b による補遺。
12）otrada。D126 は AVTRDA と綴るが，Or. 5338, fol. 71b; Or. 9660, fol. 75b の AVTRADA による。
13）umarā。D126 は ‘MRA と綴るが，Or. 5338, fol. 71b の AMRA による。
14）カシュガルのイシク・アガであった（本書【p. 78 / fol. 39b】「日本語訳注（4）」82 頁参照）。
15）Or. 9660, fol. 76a は Memet (<MMT) と記す。
16）Or. 5338, fol. 71b; Or. 9660, fol. 76a は ‘Abd Rah
˙
mān，Or. 9662, fol. 89a は ‘Abd al-Rah
˙
mān と記す。
17）D126 は ŠRH と綴るが，Or. 9660, fol. 76a の ŠYR による。











キム，アッラ ・ークリ・ベグ（Allāh Qulï Beg），ムハンマド・ヤール（Muh
˙
ammad Yār）〔・ベグ〕22），【p. 

































18）清朝史料（『平定準噶爾方略』正編，巻 61，乾隆 23 年 9 月丁酉の条）によれば，アブドゥ・サッター
ル（阿卜都薩塔爾）はアブド・ワッハーブ・ベグ（阿卜都瓜卜）の長子である（佐口透『18-19 世紀 東
トルキスタン社会史研究』東京：吉川弘文館，1963 年，62 頁参照）。
19）Or. 5338, fol. 72a; Or. 9662, fol. 89a は ‘Abd Sattār と記す。
20）Or. 5338, fol. 72a は ‘Abd al-H
ˇ






21）Or. 5338, fol. 72a; Or. 9660, fol. 76a; Or. 9662, fol. 89a は ŠART と綴る。
22）Or. 5338, fol. 72a; Or. 9660, fol. 76a; Or. 9662, fol. 89a による補遺。
23）クチャ（クチャー）の西方約 50km に位置する町。Sven Hedin, Central Asia Atlas (The Sino-
Swedish Expedition, Publication 47, I. Geography, 1), Stockholm: Statens Etnografiska Museum, 
1966, NK44 の地図では Sairam Bazar と表記されている。
24）Or. 5338, fol. 72a; Or. 9660, fol. 76a は ‘Abd Rah
˙




東京：吉川弘文館，1995 年，140-170 頁（初出は 1988 年）を参照されたい。
26）Or. 9660, fol. 76a は SADAT と綴る。
27）Or. 5338, fol. 72a; Or. 9660, fol. 76a; Or. 9662, fol. 89a による補遺。
28）Or. 9660, fol. 76a は ARMAN と綴る。
29）umarālar。D126 は ‘MRALAR と綴るが，Or. 5338, fol. 72a; Or. 9660, fol. 76a; Or. 9662, fol. 89a
の AMRALAR による。
30）Or. 9662, fol. 89a; cf. Or. 9660, fol. 76a による補遺。


































32）Or. 5338, fol. 72a による補遺。
33）jāhil s
˙
ūfīlar。Or. 9662, fol. 89a; Or. 9660, fol. 76a による補遺。
34）Or. 5338, fol. 72a は TVRVM TAY，Or. 9660, fol. 76a は T
˙
VRVM TAY と綴る。
35）侍衛トロンタイ Torontai（托倫泰）を指す（小沼孝博「在京ウイグル人の供述からみた 18 世紀中葉
カシュガリア社会の政治的変動」『満族史研究』第 1 号，2002 年，49-50 頁，小沼孝博『清と中央アジ
ア草原――遊牧民の世界から帝国の辺境へ――』東京：東京大学出版会，2014 年，89-90 頁参照）。
36）ショー氏の英訳は Dān Jin-Jing と記し，Jin-Jing を chiang-chün（将軍）とみなしているようである







ādiq Kashghari,” edited with introduction and notes by N. 
Elias, Supplement to the Journal of the Asiatic Society of Bengal, Vol. 66, Part 1, 1897, p. 51, footnote 
41 参照）。ダンジン・ジャイサンはすでに本書【p. 75 / fol. 38a】「日本語訳注（3）」53 頁に登場している。
37）Yana bir gurūh Taġlïq ham bar erdi。Or. 9660, fol. 76b による補遺。
38）Or. 9660, fol. 76b は「地面にひれ伏し服従して（zamīn-būsa ‘ubūdīyatlar birlä）と記す。
39）Or. 9660, fol. 76b による補遺。
40）Or. 9660, fol. 76b; Or. 9662, fol. 89b による補遺。





anatkä olturġuzup。Or. 9660, fol. 76b-77a; Or. 9662, fol. 90a による補遺。






























ā‘at ibādatkä mašġūl bolsaq。 Or. 9660, fol. 77a; Or. 9662, fol. 90a による補遺。




udā ki。Or. 9662, fol. 90a による。D126 は QSM MYZDANKH，Or. 5338, fol. 72b は
QSM AVLKH，Or. 9660, fol. 77a は QSM BDATYKH と綴る。
46）birlä。Or. 9660, fol. 77a; Or. 9662, fol. 90a による補遺。






































āl。Or. 9660, fol. 77b; Or. 9662, fol. 90b による補遺。





Īlā ičidä bar ziyādatī muhayyā dur。Or. 9660, fol. 77b; Cf. Or. 9662, fol. 90b による補遺。
51）H
ˇ





anā bašlïġïn）」と記すが，Or. 9660, fol. 77b; Or. 9662, fol. 90b による。
52）qoyup berip。D126 は berip の部分を BARYB と綴るが，Or. 5338, fol. 73a; Or. 9660, fol. 77b; Or. 




55）Or. 9662, fol. 91a は「三千人（üč miŋ）」と記す。





anānïŋ yarlïġï birlä。Or. 9660, fol. 77b; Or. 9662, fol. 91a による補遺。
58）qošulmaq。D126 は QVŠVALMAQ と綴るが，Or. 9660, fol. 78a; Or. 9662, fol. 91a の QVŠVLMAQ
による。
59）bular。Or. 9660, fol. 78a; Or. 9662, fol. 91a による補遺。






































62）Or. 5338 写本の内容はここ（fol. 73b の最終行）で中断し，fol. 74a に続かない。fol. 74a-b は本書全
体の最末尾の部分にあたる。これにより，Or. 5338 写本は Shaw 氏の使用した写本の一つであることが







ādiq Kashghari,” p. 51, footnote 41 参照）。

























なし，ムンキ【p. 141 / fol. 71a】・クルグズは群がって（hujūm birlä）分離し，タグリクに加わった。
これを見て，バハードゥル・ベグ 69）の息子フダ ・ーベルディ・ベグは，ヤルカンドに対するシャ
64）qïlur erdim。Or. 9660, fol. 78b; Or. 9662, fol. 92a による補遺。
65）at
˙
。Or. 9660, fol. 78b; Or. 9662, fol. 92a による補遺。






野英二『バーブル・ナーマの研究 IV 研究篇 バーブルとその時代』京都：松香堂，2001 年，271-272, 
375 頁，恵谷俊之「荅剌罕考」『東洋史研究』22-2，1963 年，61-78 頁参照。
68）Or. 9660, fol. 79a は beglärbegi と記す。
69）本書【p. 136 / fol. 68b】で前出のクバード・ビヤ・バハードゥルを指していると思われる。


































70）シャン・ベギについては本書【p. 128 / fol. 64b】「日本語訳注（5）」40 頁の注 105 参照。
71）Taġlïqġa。Or. 9660, fol. 79b による補遺。
72）öz。Or. 9660, fol. 80a; Or. 9662, fol. 93b による補遺。
73）Or. 9660, fol. 80a では「天幕（otaq）」。


























75）カルタ・ヤイラグはカシュガル市街地の東北東およそ 70km に位置する Kalta Yailak Bazar に当たる。
本書【p. 87 / fol. 44a】「日本語訳注（4）」89 頁，注 51 参照。
76）ファイザーバードはカシュガル市街地の東方およそ 67km に位置する町。本書【p. 32 / fol. 16b】「日
本語訳注（2）」94 頁，注 23 参照。




烏魯木斉：新疆人民出版社，1999 年，683 頁，『維漢詞典』烏魯木斉：新疆人民出版社，2000 年，700 頁）。
79）Or. 9662, fol. 94a は「演奏させた（čaldurdïlar）」と記す。
80）H
ˇ





ōjam。Or. 9660, fol. 80a; Or. 9662, fol. 94a による補遺。
82）otaġïnï。D126 は AVRTAĠYNY と綴るが，Or. 9660, fol. 80b; Or. 9662, fol. 94b の AVTAĠYNY
による。




























洋史研究』52-2，1993 年，135-138 頁参照。なお，本書【p. 90 / fol. 45b】「日本語訳注（4）」92 頁に















86）ölkälär。D126 は AVLKLAR と綴るが，Or. 9662, fol. 95a の AVLKALAR による。
87）fikr-i h
ˇ




































 qïlsa nā-gahān, garči ol šāhī jahān dur h
ˇ
āna vīrān äylämiš。Or. 9660, fol. 
82a; Or. 9662, fol. 96a による補遺。


































89）pinhān bardï。Or. 9662, fol. 96b による補遺。Or. 9660, fol. 82b では pinhān bara dur。
90）D126 は H
˙




にあたる可能性が高い。本書【p. 116 / fol. 58b】「日本語訳注（5）」29 頁，注 41 参照。
92）Quddisa sirruhu。Or. 9660, fol. 82b; Or. 9662, fol. 96b による補遺。












96）FYLALLARDH (･･･larda / lärdä)。FYLAL の読みと意味を解し得ない。
97）Qubād Mīrzānïŋ istiqbālïġa piš-kašlar birlä h
ˇ
ādimlärni ravān qïldïlar。Or. 9660, fol. 83a; cf. Or. 
9662, fol. 97a による補遺。
98）A グループ写本の Turk d. 20, fol. 111b; D191, fol. 125b; cf. ms. 3357, fol. 173b はアーホンであると








































99）bu。D126 は bular と記すが，Or. 9660, fol. 83b; Or. 9662, fol. 97a による。
100）H
ˇ
vāja ‘Abd Allāh。Or. 9660, fol. 83b; Or. 9662, fol. 97a による補遺。
101）Or. 9660, fol. 84a; Or. 9662, fol. 97b は同一地点であるが，Ārtūš と記す。

































vāja ‘Abd Allāh H
ˇ
vājam。Or. 9660, fol. 84b による補遺。







vājam。Or. 9660, fol. 84b による補遺。
105）qïlġanlarïŋnï。Or. 9660, fol. 84b; Or. 9662, fol. 98a による補遺。D126 は qïlġanlarnï と記す。
106）この一文の訳語は確実ではない。D126 は Bizgä qïlġanlarnï özüŋ birgä un tartar sen，Or. 9660, 
fol. 84b は Bizlärgä qïlġanlarïŋnï birgä un özüŋ tartġay sen，Or. 9662, fol. 98a は Bizgä qïlġanlarïŋnï 
birini un tartursun と記す。
107）ful māl。ful は pul の訛音とみなす。D126; Or. 9660, fol. 84b の綴り，FL による。
108）D126 は yoq-tur，Or. 9662, fol. 98b は yoq と記すが，Or. 9660, fol. 84b の dur による。





























110）‘amma-i šarīf qibla-gāh babamnï tašlap。babam は Or. 9662, fol. 99a の BABAM による。D126 は
BABAQAM と綴る。Or. 9660, fol. 85a-b は babam の箇所を bubam (<BUBAM) と記し，続けて「ホ
ージャ・ジャハーン・ホージャムをヤルカンドに打ち捨て」と付け加えている。なお，A グループ写本
は ‘amma の箇所を ‘amm（父方のおじ）（Turk d. 20, fol. 114b; D191, fol. 128a; ms. 3357, fol. 178a），
babam の箇所を BABAKAM（Turk d. 20, fol. 114b），BABAM（D191, fol. 128a），BBAKAM（ms. 
3357, fol. 178b）と記す。
111）D126; Or. 9662, fol. 99a は BABAKAM，Or. 9660, fol. 85b は BVBAKAM と綴る。なお，A グル
ープ写本の D191, fol. 128a は BABAM，ms. 3357, fol. 178b は BABAKAM と綴る。
112）babam。D126 は BABAM，Or. 9660, fol. 85b は BBAM，Or. 9662, fol. 99a は BVBAM と綴る。




ŠM と綴るが，Or. 9660, fol. 85b; Or. 9662, fol. 99a の H
˙
ŠM による。
115）ordadïn。Or. 9660, fol. 85b による補遺。
116）hamān。Or. 9660, fol. 85b による補遺。




















117）ġolda。但し，ĠVLDY と綴られている（D126; Or. 9660, fol. 85b; Or. 9662, fol. 99b; Turk d. 20, 
fol. 115a）。Muhämmäd Sadiq Qäšqäri, Täzkirä’i Äzizan, Näširgä täyyarliġuči: Nijat Muh
ˇ
lis, Šämsidin 
Ämät, Qäšqär Uyġur Näširiyati（穆罕麦提・薩迪克『和卓伝（維吾尓文）』喀什維吾尓文出版社，1988 年）
243 頁参照。
118）sīpāra は日々の読誦のために『クルアーン』を 30 に分割した 1 区分。
119）h
˙
avlisi。Or. 9660, fol. 86a による補遺。D126 は havli と記す。
120）Šunda barïp ketmäkkä ketip barur erdi。この一文の訳語は確実ではない。
121）bašïġa otaġāt sančïp。otaġāt (<AVTAĠAT) は otaġa(<AVTAĠH) のアラビア語方式の複数形であり
（Wilhelm Radloff, Versuch eines Wörterbuches der Türk-Dialecte, Mit einem Vorwort von Omeljan 
Pritsak, ’s-Gravenhage: Mouton & Co, 1960, vol. 1, p. 1105），A グループ写本の Turk d. 20, fol. 115b; 
D191, fol. 128a; ms. 3357, fol. 178a は otaġa (<AVTAĠH) と記す。『バーブル・ナーマ』に同じ表現の
文面があり（間野英二『バーブル・ナーマの研究 I 校訂本』京都：松香堂，1995 年，321 頁，1 行目，
間野英二『バーブル・ナーマの研究 III 訳注』京都：松香堂，1998 年，323 頁），羽飾りは青さぎ（？）
の羽毛で作られていた（同上『校訂本』221 頁，6 行目，同上『訳注』224 頁，間野英二『バーブル・
ナーマ 2―― ムガル帝国創設者の回想録』東京：平凡社，2014 年，71 頁）。ティムール朝時代の細密
画には，しばしば，ターバンに羽根飾りを挿した貴人たちの姿が描かれており，また，モンゴルの王族・
貴人らが頭に羽根飾りをさして居並ぶ情景は，モンゴル時代の祝宴（トイ）を描いた細密画などに常に






























122）カシュガルのアーラム（a‘lam，最上位の学者）である（本書【p. 106 / fol. 53b】「日本語訳注（4）」
105 頁）。
123）Or. 9662, fol. 100a は Qarataġlïq (<QRATAĠLYQ) と記す。字義はいずれも「黒山党，黒山人」で
あり，ホージャ・アブド・アッラーたちの党派（イスハーキーヤ）を指していよう。




ūfīlar awj-i i‘tibār taptïlar。Or. 9660, fol. 86b; cf. Or. 9662, fol. 100a による
補遺。
125）補遺の「不安を抱いた」は確実ではない。D126 は Ham ma‘āš qadarlik，Or. 9660, fol. 86b; Or. 
9662, fol. 100a は Ham ma‘āš qadarlik boldï と記す。
126）D126 は Kāšqar と記すが，Or. 9660, fol. 86b; Or. 9662, fol. 100b の Yārkand に従う。
127）bermäkä va‘da。Or. 9660, fol. 86b による補遺。
128）farmān qïldï。Or. 9660, fol. 86b; Or. 9662, fol. 100b による補遺。
129）Kāšqar laškari。Or. 9660, fol. 87a; Or. 9662, fol. 100b による補遺。




H，Or. 9662, fol. 100b は ‘M‘MH と綴るが，読みと意味を解し得
ない。









































む。Or. 9660, fol. 87a は「天幕と宮廷」（h
ˇ
ayma vä bārgāh）と記す。





VST と綴るが，Or. 9660, fol. 87b; Or. 9662, fol. 101b の NH
˙
VST による。




























おこす〕土埃の痕跡が現れた（gard az ‘alāmāt-i ās
ˉ
ār paydā boldï）との知らせが届いた。ホージャ





















137）safīl sar-kūflarï。D126 は SFYL SR KVFLAR と綴るが，Or. 9662, fol. 102b の SFYL SR KVFLARY
による。
－ 74 － － 75 －
富山大学人文学部紀要 『タズキラ・イ・ホージャガーン』日本語訳注（6）

























138）kār。Or. 9660, fol. 88b; Or. 9662, fol. 102b による補遺。
139）dušmanlar birlä。Or. 9660, fol. 88b による補遺。
140）A グループ写本の Turk d. 20, fol. 119a は「カシュガル軍から司令官なしで分散した軍が群れを
なしてヤルカンドに対してやって来ていた（Kāšġar laškaridin sardārsïz farākanda laškar fawj fawj 
















































（Mīrzā Qāsim Beg）〔と〕，アクスのイシク・アガであったミールザー・ムラード・ベグ（Mīrzā 
144）nā-durust。D126 は NA DVRST，Or. 9660, fol. 89b; Or. 9662, fol. 103b は NA DVRVST と綴る。
145）maymananï maysaragä qalbnï janāhġa soqup。Or. 9660, fol. 89b; cf. Or. 9662, fol. 103b
による補遺。
146）Kāšqarīlar。Or. 9660, fol. 89b は Kāšqar h
ˇ
alqï と記す。
147）nečä šahzādalarnïŋ dil-āvarlikiniŋ ta‘rīf taws
˙
īflarï kīn kelür。Or. 9660, fol. 89b; cf. Or. 9662, fol. 
104a による補遺。
148）bīša ičidäki。Or. 9662, fol. 104a; cf. Or. 9660, fol. 90a による補遺。
149）yārī bersä。D126 は yārī を BAR と綴るが，Or. 9660, fol. 90a; Or. 9662, fol. 104a の YARY に
よる。
150）Kāšqarīlar。D126 は Kāšqarlar と記すが，Or. 9660, fol. 90a による。なお，Or. 9662, fol. 104b は「カ
シュガル軍（Kāšqar lašqarï）」と記す。
151）スィッディーク・ホージャムはホージャ・ジャハーン・ホージャムの子である（本書【p. 57 / fol. 29a】
「日本語訳注（3）」36 頁参照）。












ammad ‘Abd Allāh Bukāvul），クルグズたちからトゥカル・ミールザー
（Tūqāl Mīrzā），ホージャム・ワリ ・ードルガ（H
ˇ












152）D126 はこの箇所で MRD と綴るが，Or. 9660, fol. 90b の MRAD による。




154）D126 は ‘BDV ALVHAB と綴るが，Or. 9660, fol. 90b の ‘BD ALVHAB による。
155）D126 は ŠHAV と綴るが，Or. 9660, fol. 90b; Or. 9662, fol. 105a の ŠHAB による。
156）mubāriz。D126; Or. 9660, fol. 91a; Or. 9662, fol. 105a は MBARYZ と綴る。
157）Muhämmäd Sadiq Qäšqäri, Täzkirä’i Äzizan, Näširgä täyyarliġuči: Nijat Muh
ˇ
lis, Šämsidin Ämät, 
Qäšqär Uyġur Näširiyati（穆罕麦提・薩迪克『和卓伝（維吾尓文）』喀什維吾尓文出版社，1988 年）
264 頁，注 1 によれば，1 ファルサフ〔ファルサング〕は 7km に等しいという。なお。Robert Barkley 
Shaw, A Sketch of the Turki Language as Spoken in Eastern Turkistan (Kàshghar and Yarkand), Part 
2: Vocabulary, Turki-English, Culcutta, 1880, p. 63 によると，ファルサフはタシュ（tash）と等し
く，約 5 マイル（8.05km）に相当する（堀直「18 ～ 20 世紀・ウイグルの度量衡について」『大手
前女子大学論集』第 12 号，1978 年，60 頁参照）。ただし，1 タシュを約 4 マイルとする説明もある 







ādiq Kashghari,” edited with introduction and notes by N. Elias, 
Supplement to the Journal of the Asiatic Society of Bengal, Vol. 66, Part 1, 1897, p. 52, footnote 42）。
158）jam‘ äyläp。D126 は jam‘ を JM‘Y と綴るが，Or. 9660, fol. 91a; Or. 9662, fol. 105b の JM‘ による。
－ 78 －
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群れをなして（gurūh gurūh aymaq aymaq）一斉に来て，城壁の四方を包囲したのを知った。城
市の人びとはみな正気を失った。すべての王子たちはこの夜，みずから睡眠を禁じた。
ホージャ・ブルハーン・アッディーン・ホージャムの軍は，イラから，アクス，クチャー



















159）D126; Or. 9662, fol. 105b は H
˙
KM と綴るが， Or. 9660, fol. 91a の H
˙
KYM による。
160）Or. 9660, fol. 91a は「イラからをはじめ，クチャー，アクス，バイ，サイラム，ウシュ，カシュガル，
イェンギ・ヒサール，アルトゥシュから，そして幾つかの集団のクルグズたちからクバード・ミルザー，
ハキーム・ミルザー，ウマル・ミルザーが，チョン・バグシュ，ムンキ氏族から」（Īlādïn tartïp Kūčār 




ār Ārtūšdïn vä nečä firqa Qïrġïzlardïn Qubād Mirzā H
˙
akīm 
Mirzā ‘Umar Mirzā Čoŋ Baġïš Mūnkī uruġïdïn bolup）と記す。
161）jam‘ bolup。D126 は jam‘ を JM‘Y と綴るが，Or. 9660, fol. 91a の JM‘ による。
162）この 1 文の代わりに，Or. 9660, fol. 91b; Cf. Or. 9662, fol. 105b-106a では「夜明けになるまで
十二ムカーム（歌曲），二十四の奇術（？）で夜を明かした」（Taŋ atġunča on iki muqām yigirmä tört 
šu‘bada-bāz birlä kečäni taŋ atturdï）と記されている。
163）Or. 9660, fol. 91b; Cf. Or. 9662, fol. 106a は「王子たちは中軍において竜の像の旗のもとに定めら
れた」（Šahzādalar qalb-i laškardä ‘alam-i azhdar paykarniŋ tübidä qarār aldïlar.）と記す。
164）Aldïlarïġa tof andāz mïlt
˙
ïq andāzlarnï salïp。Or. 9660, fol. 91b; Cf. Or. 9662, fol. 106a による補遺。
165）nāmdār。Or. 9660, fol. 91b; Cf. Or. 9662, fol. 106a による補遺。
166）gāhī nīza-i yalmān birlä vä gāhī šamšīr-i ābdār birlä vä gāhī tīr kamān birlä urup öltürüp。Or. 9660, 
fol. 91b; Cf. Or. 9662, fol. 106a による補遺。
－ 78 － － 79 －
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声が聞こえて来ていた。〔この呼び掛けの声に驚き，敵の身体に震えが，心に動揺が生じた〕167）。

















167）Bu nidānïŋ haybatïdïn dušmanlarnïŋ badanlärigä larza vä yüräklärigä zalzala tüšär erdi。Or. 9660, 
fol. 91b-92a; Cf. Or. 9662, fol. 106b による補遺。
168）iki Farang mïlt
˙
ïq。Martin Hartmann, “Ein Heiligenstaat im Islam: Das Ende der Caghataiden und 
die Herrschaft der Choğas in Kašgarien.” Der Islamische Orient. Berichte und Forschungen, Pts. 6-10, 
Berlin: Wolf Peiser Verlag, 1905, p. 271 は「ひとつの二連銃」（eine doppelläufige Flinte）と訳すが，
従えない。
169）uzunluqï。Or. 9660, fol. 92a による補遺。
170）ġarïšdïn。ガルシュ（ġarïš）は，「親指と小指を張った長さ」であるカルシュ（qarïš）またはガルチ
ュ（ġarïč）と同じであろう。堀直「18 ～ 20 世紀・ウイグルの度量衡について」『大手前女子大学論集』
第 12 号，1978 年，59 頁，間野英二『バーブル・ナーマの研究 III 訳注』京都：松香堂，1998 年，323 頁，
脚注 780，Gunnar Jarring, An Eastern Turki-English Dialect Dictionary, Lund, 1964, p. 110 参照。
171）yïraq。Or. 9660, fol. 92a による補遺。
172）ショー氏の訳文では，マスハラ門からおよそ半マイルの丘，Bai-Dubba（または Tippa）と記され







ādiq Kashghari,” p. 52）。
173）ヤルカンド城市の東側の城門であり，「マスハラ」は「道化師」の意味である。堀直「回疆都市ヤー
ルカンド――景観的復原の試み――」『甲南大学紀要 文学編』63，社会科学特集，1987 年，41，49 頁
参照。
174）yanïdaqï。Or. 9662, fol. 106b; Cf. Or. 9660, fol. 92a による補遺。



























176）pādišāh-i ‘ālam。D126 は pādišāh-i を PADŠAHY と 綴 る が，Or. 9660, fol. 92b; Or. 9662, fol. 
107a の PADŠAH による。
177）tamām Mōġūlistān šahrläri t
˙
alabïda kelip。Or. 9662, fol. 107a; Cf. Or. 9660, fol. 92b による補遺。
178）D126; Or. 9660, fol. 82b は H
ˇ
VTN と綴るが，Or. 9662, fol. 107a の H
ˇ
TN による。
179）Or. 9660, fol. 82b は「その一人はガーズィー・ベグ・ハーキム，もう一人はニヤーズ・ベグ・イシ
クアガ」（biri Ġāzī Beg H
˙
ākim biri Niyāz Beg išik-aġa），Or. 9662, fol. 107a は「その一人はガーズィ ・ー
ベグ（？），もう（？）一人はニヤーズ・ベグ」（biri Ġāzī Beg (?) yana (?) biri Niyāz Beg）と記す。
180）Or. 9662, fol. 107a は「この者たちには」（bularnïŋ）と記し，ガーズィー・ベグとニヤーズ・ベグを
指している。
181）「売りわたす」（satarlar）は三人称複数であるので，その主語を「この二人」と解す。
182）クルグズの首領，クバード・ミールザーを指している。本書【p. 116 / fol. 58b】「日本語訳注（5）」
28 頁の本文および注参照。
183）バハードゥル・ベグの息子フダー・ベルディ・ベグがウシュ付近で裏切ったことを指している。本書
【pp. 140-141 / fol. 70b-71a】参照。
184）İč taš bolsalar, ih
˙
timālï bar。この訳文は確実ではない。
－ 80 － － 81 －
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属の兵力も裏切るならば，完璧になってしまう〕185）。事を処理する前に後悔しても仕方ない 186）。



















185）Muta‘alliqātlar quwwatlik, bu ham h
ˇ
iyānat qïlsa, kamālïġa yetkürür。Or. 9662, fol. 107b; Cf. Or. 
9660, fol. 93a による補遺。
186）İš ‘ilājdin ilgäri pašīmān sūd bermäs。Or. 9662, fol. 107b は İš ‘ilājdin ilgäri kīn pašīmān sūd 
bermäs と記すが，Or. 9660, fol. 93a は İš ilikdin barġandïn kīn fašīmān sūd bermäs（事が手から離れ
たあとに後悔しても仕方がない）と記し，意味が異なる。
187）ikisi。D126 は AYKV と綴るが，Or. 9660, fol. 93a; Or. 9662, fol. 108a の AYKY SY による。
188）arada。D126 は AVRDA と綴るが，Or. 9660, fol. 93b; Or. 9662, fol. 108a の ARADH / ARADA
による。
189）Ābā vä ajdādïmġa tapšurdum. Naz
˙
m. Äy-ki tatïŋ bir namak zīnhār bolma kūr-namak, bu namak āh
ˇ
ir 
seni bermäy jazāyī qoymaġay。Or. 9660, fol. 93b; Cf. Or. 9662, fol. 108a による補遺。
190）h
ˇ
ayma bārgāh。Or. 9660, fol. 93b は h
ˇ












191）šunda。D126; Or. 9662, fol. 108b は ŠVMDA，Or. 9660, fol. 93b は ŠVMDH と綴るが，A グルー
プの写本（D191, fol. 73b; ms. 3358, fol. 195b; Cf. Turk d. 20, fol. 64b）は当該個所を「夜昼まさにそ
の場所において（kečä vä kündüz ušbu jāyda）」と記すので，ŠVMDA / ŠVMDH (šumda) を šunda の
誤記または訛音とみなす。
192）ahl-i mamlakat。D126 は ahl を記しておらず，Or. 9660, fol. 93b; Or. 9662, fol. 108b により補う。
193）išik-aġa。D126 は AŠKA と綴るが，Or. 9662, fol. 108b の AŠYKAĠA による。
